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1 地域の循環型社会形成を推進するための基本的事項 

 

（1）対象地域 

構成市町村名  蕨市、戸田市 

面    積  23.３0 km2 

人    口  208,532 人 

（平成 28 年 1 月 1 日現在） 

（内訳） 

市   名 蕨 市 戸田市 

面積（km2） 5.11 18.19 

人口（人）  73,289 135,243 

参考として、「対象地域図」を添付資料 1（P.21）に示す。 

 

（2）計画期間 

本計画は、平成 29 年度～令和 04 年度までの 6 年間を計画期間とします。な

お、諸条件に大きな変更等があった場合には、随時見直しを行うものとします。  

 

（3）基本的な方向 

蕨市、戸田市は埼玉県の南部に位置しており、蕨市は、市では全国一小さく人

口密度が全国で一番高い市であり、コミュニティが充実したまちであります。ま

た、戸田市は荒川を境に東京都と隣接していることから首都圏への人口集中の影

響を受けています。一方、東京都に近いにも関わらず緑豊かな自然が残されてお

り、河川の潤いを感じられる地域でもあります。  

このような地域の特色と「循環型社会形成推進基本法」の趣旨を踏まえ、市民、

事業者、行政の三者が協働し、廃棄物の排出を抑制することを前提とし、排出さ

れた廃棄物については 再使用、再生利用、熱回収の順に、できる限り循環的な利

用（３Ｒの推進）を実施し、それでもなお循環的な利用ができない廃棄物につい

ては、環境への負荷の低減される方法による適正な処理を行うことを基本としま

す。 

さらに、環境への負荷の少ない地域社会づくりを推進するため、マイバッグ運

動等による排出抑制、再生利用の促進などの対策及び計画的な収集運搬体制の確

保や一般廃棄物処理施設の整備を行うこととします。  

また、単独処理浄化槽やし尿汲み取り便槽を利用している世帯から排水される

「生活雑排水」が公共用水域の水質汚濁や水辺環境悪化の要因となっていること

から、蕨市、戸田市（以下「両市」という。）では引き続き公共下水道の整備を推

進するとともに、両市から発生するし尿及び浄化槽汚泥の処理は、蕨戸田衛生セ
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ンター組合で行うと同時に地域の実情に応じて浄化槽の設置、転換を促進するも

のです。 
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2 循環型社会形成推進のための現状と目標 

 

（1）一般廃棄物等の処理の現状 

平成 27 年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図 1 のとおりです。総排出量は、

集団回収量を含め、66，38４㌧であり、再生利用される総資源化量は 14,309

㌧、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量）

／（ごみの総処理量＋集団回収量））は 21.6％です。また、中間処理後の再生利

用量は 8,003 ㌧であり、直接資源化量を除いた排出量のおおむね 80％を減量化

しています。 

なお、直接資源化量を除いた排出量の 7.5％にあたる 4,525 ㌧は埋め立て処

分しています。 

さらに中間処理のうち、焼却処理量は 54,349 ㌧です。蕨戸田衛生センターで

は、焼却によって発生する熱を利用するため廃熱ボイラーを設置し、焼却エネル

ギーの回収による発電をおこなっています。  
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（蕨市） 

 

 

（戸田市） 

 

 

（両市） 

 

図 1 一般廃棄物の処理状況フロー（平成 27 年度） 
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直接最終処分量 69.6 最終処分量

0 0 1,465

0 0 6.7

10.3 処理残さ量 13.5 %

4,409

排　出　量 計画処理量 中間処理量 20.2 処理後最終処分量

集団回収量 総資源化量

0 t 5,191 t

直接資源化量 処理後再生利用量

2,247 2,944 t

21,876 t
21,876 19,629 1,465 t

100.0 89.7 減量化量 6.7 %

15,220

自家処理量

t

%

t

%

t t

% %

t

%

t t t

% % %

32,330

自家処理量 直接最終処分量 72.6 最終処分量

0 0 3,060

0 0 6.9

44,508 t
44,508 40,449 3,060 t

100.0 90.9 減量化量 6.9 %

9.1 処理残さ量 11.4 %

8,119

排　出　量 計画処理量 中間処理量 18.2 処理後最終処分量

集団回収量 総資源化量

0 t 9,118 t

直接資源化量 処理後再生利用量

4,059 5,059 t

t

%

t

%

t t

% %

t

%

t t t

% % %

注：端数調整により合計が合わない場合がある。

集団回収量 総資源化量

0 t 14,309 t

直接資源化量 処理後再生利用量

6,306 8,003 t

9.5 処理残さ量 12.1 %

12,528

排　出　量 計画処理量 中間処理量 18.9 処理後最終処分量

66,384 t
66,384 60,078 4,525 t

100.0 90.5 減量化量 6.8 %

47,550

自家処理量 直接最終処分量 71.6 最終処分量

0 0 4,525

0 0 6.8
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（2）生活排水の処理の現状 

平成 27 年度の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は図 2 のとおり

です。 

生活排水の処理対象人口は両市全体で 209,080 人であり、水洗化人口は

202,102 人、汚水衛生処理率 96.7％です。 

両市のし尿発生量は 856 ｷﾛﾘｯﾄﾙ／年、浄化槽汚泥発生量は 6,125 ｷﾛﾘｯﾄﾙ／年

であり、処理・処分量（＝収集・運搬量）は 6,981 ｷﾛﾘｯﾄﾙ／年です。 
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（蕨市） 

 

（戸田市） 

 

（両市） 

 

図 2 生活排水の処理状況フロー（平成 27 年度） 

公共下水道

69,382 人 （ 94.6 ％）

処理人口 農業集落排水施設等

70,052 人 （ 95.6 ％） 0 人 （ 0.0 ％）

総人口 合併処理浄化槽 浄化槽汚泥発生量

73,304 人 （ 100 ％）

未処理人口

3,252 人 （ 4.4 ％）

kL/年

単独処理浄化槽

2,954 人 （ 4.0 ％）

670 人 （ 0.9 ％） 451

非水洗化人口 し尿発生量

298 人 （ 0.4 ％） 535 kL/年

公共下水道

119,493 人 （ 88.0 ％）

処理人口 農業集落排水施設等

132,050 人 （ 97.3 ％） 0 人 （ 0.0 ％）

総人口 合併処理浄化槽 浄化槽汚泥発生量

135,776 人 （ 100 ％）

未処理人口

kL/年

単独処理浄化槽

3,405 人 （ 2.5 ％）

12,557 人 （ 9.2 ％） 5,674

321 人 （ 0.2 ％） 321 kL/年

3,726 人 （ 2.7 ％）
非水洗化人口 し尿発生量

注：端数調整により合計が合わない場合がある。

し尿発生量

619 人 （ 0.3 ％） 856 kL/年

単独処理浄化槽

6,359 人 （ 3.0 ％）
未処理人口

6,978 人 （ 3.3 ％）
非水洗化人口

総人口 合併処理浄化槽 浄化槽汚泥発生量

209,080 人 （ 100 ％） 13,227 人 （ 6.3 ％） 6,125 kL/年

公共下水道

188,875 人 （ 90.3 ％）

処理人口 農業集落排水施設等

202,102 人 （ 96.7 ％） 0 人 （ 0.0 ％）
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（3）一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目

指し、表 1 のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくもの

とします。 

 

表 1 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

 

  

現　状 （割合
※1

） 目　標 （割合
※1

）
(平成27年度） (令和05年度）

事業系 総排出量 17,791 トン 13,820 トン ( -22.3 %)

１事業所当たりの排出量
※2 2.24 トン/事業所 2.15 トン/事業所 ( -4.0 %)

生活系 総排出量 48,593 トン 40,780 トン ( -16.1 %)

１人当たりの排出量※3 175.2 kg/人 125.9 kg/人 ( -28.1 %)

合　計 事業系家庭系排出量合計 66,384 トン 54,600 トン ( -17.8 %)

直接資源化量 6,306 トン ( 9.5 %) 6,674 トン ( 12.2 %)

総資源化量 14,309 トン ( 21.6 %) 15,651 トン ( 28.7 %)

エネルギー回収量 14,917 MWh 12,300 MWh

最終処分量 埋立最終処分量 4,525 トン ( 6.8 %) 4,185 トン ( 7.7 %)

※1　排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回収量に対する割合

※3　(１人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝／(人口)

《用語の定義》

排 出 量 ：事業系、生活系ごみを問わず、出されたごみの量(集団回収されたごみを除く)[単位：トン]

再生利用量 ：集団資源回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和[単位：トン]

ｴﾈﾙｷﾞｰ回収量 ：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量[単位：ＭＷｈ]

減 量 化 量 ：中間処理量と処理後の残さ量の差[単位：トン]

最終処分量 ：埋立処分された量[単位：トン]

注：端数調整により合計が合わない場合がある。

指　標　・　単　位

排 出 量

※2　(１事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝／(事業所数)

再生利用量

エネルギー回収量（年間の発電電力量）
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（蕨市） 

 
 

（戸田市） 

 

 

（両市） 

 

図 3 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 05 年度） 

 

  

t

%

t

%

t t

% %

t

%

t t t

% % %

直接最終処分量 62.3 最終処分量

0 0 1,412

0 0 7.5

16,368 1,412 t

100.0 87.1 減量化量 7.5 %

11,715

12.9 処理残さ量 17.2 %

4,653

排　出　量 計画処理量 中間処理量 24.8 処理後最終処分量

集団回収量 総資源化量

0 t 5,674 t

直接資源化量 処理後再生利用量

2,432 3,240 t

18,800 t
18,800

自家処理量

t

%

t

%

t t

% %

t

%

t t t

% % %

集団回収量 総資源化量

0 t 9,978 t

直接資源化量 処理後再生利用量

4,242 5,737 t

11.8 処理残さ量 16.0 %

8,509

排　出　量 計画処理量 中間処理量 23.8 処理後最終処分量

35,800 t
35,800 31,558 2,773 t

100.0 88.2 減量化量 7.7 %

23,049

自家処理量 直接最終処分量 64.4 最終処分量

0 0 2,773

0 0 7.7

t

%

t

%

t t

% %

t

%

t t

% %

注：端数調整により合計が合わない場合がある。

集団回収量 総資源化量

0 t 15,651 t

直接資源化量 処理後再生利用量

6,674 8,977 t

12.2 処理残さ量 16.4 %

13,162

排　出　量 計画処理量 中間処理量 24.1 処理後最終処分量

54,600 t
54,600 47,926 4,185 t

100.0 87.8 減量化量 7.7 %

34,765

自家処理量 直接最終処分量 63.7 最終処分量

0
t

0 4,185

0 0 7.7
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（4）生活排水の処理の目標 

生活排水の処理については、表 2 に掲げる目標のとおり、公共下水道の整備や

合併浄化槽の設置等を推進していくものとします。 

 

表 2 生活排水の処理に関する現状と目標 

 

 

  

公共下水道 188,875 人 (90.3%) 197,728 人 (91.9%)

農業集落排水施設等 0 人 (0.0%) 0 人 (0.0%)

合併処理浄化槽等 13,227 人 (6.3%) 12,648 人 (5.9%)

未処理人口 6,978 人 (3.3%) 4,811 人 (2.2%)

合計 209,080 人 215,187 人

汲取し尿 856 キロリットル 695 キロリットル

浄化槽汚泥量 6,125 キロリットル 6,144 キロリットル

合計 6,981 キロリットル 6,839 キロリットル

年度

区分

汚
泥
の
量

し
尿
・

処
理
形
態
別
人
口

平成27年度実績 令和05年度目標
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（蕨市） 

 

（戸田市） 

 

（両市） 

 

図 4 目標達成時の生活排水の処理状況フロー（令和０5 年度） 

し尿発生量

223 人 （ 0.3 ％） 401 kL/年

単独処理浄化槽

2,305 人 （ 3.1 ％）
未処理人口

2,528 人 （ 3.4 ％）
非水洗化人口

総人口 合併処理浄化槽 浄化槽汚泥発生量

74,358 人 （ 100 ％） 751 人 （ 1.0 ％） 379 kL/年

公共下水道

71,079 人 （ 95.6 ％）

処理人口 農業集落排水施設等

71,830 人 （ 96.6 ％） 0 人 （ 0.0 ％）

し尿発生量

311 人 （ 0.2 ％） 294 kL/年

単独処理浄化槽

1,972 人 （ 1.4 ％）
未処理人口

2,283 人 （ 1.6 ％）
非水洗化人口

総人口 合併処理浄化槽 浄化槽汚泥発生量

140,829 人 （ 100 ％） 11,897 人 （ 8.4 ％） 5,765 kL/年

126,649 人 （ 89.9 ％）

処理人口 農業集落排水施設等

138,546 人 （ 98.4 ％） 0 人 （ 0.0 ％）

公共下水道

注：端数調整により合計が合わない場合がある。

し尿発生量

534 人 （ 0.2 ％） 695 kL/年

単独処理浄化槽

4,277 人 （ 2.0 ％）
未処理人口

4,811 人 （ 2.2 ％）
非水洗化人口

総人口 合併処理浄化槽 浄化槽汚泥発生量

215,187 人 （ 100 ％） 12,648 人 （ 5.9 ％） 6,144 kL/年

197,728 人 （ 91.9 ％）

処理人口 農業集落排水施設等

210,376 人 （ 97.8 ％） 0 人 （ 0.0 ％）

公共下水道
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3 施策の内容 

 

（1）発生抑制、再使用及び再資源化の推進 

蕨市、戸田市及び蕨戸田衛生センター組合では、循環型社会の構築に向けて、

「一般廃棄物処理基本計画」をはじめとする諸計画を策定し、中長期的な視点に

立った廃棄物処理対策を推進していくものです。  

 

ア 発生抑制の推進 

ごみの発生抑制を推進するため、ごみとならない製品の製造や販売など環境に

配慮した事業活動やごみを買わない消費生活のあり方を積極的に推進していくも

のとします。 

また、自己処理責任の原則に基づき、排出者に対する発生源での減量や分別排

出の徹底について指導を強化していくものとします。  

1）環境教育、普及啓発の充実 

ホームページや広報などを通じて住民、事業者に対してごみの減量化・再生

利用、更にはごみの適切な分別に関する啓発や情報提供を行っています。ごみ

の減量化に関する社会意識を育むため、環境教育を積極的に行っていきます。  

2）循環型ライフスタイルの促進 

ごみを出さないライフスタイルの定着を目指し、マイボトルやマイバッグの

利用促進に対する活動を行っていきます。  

3）事業者に対する減量化の指導 

一般廃棄物排出事業者に対して減量化指導を行っていきます。また、小規模

事業者にも減量化に対する協力を求めていきます。  

4）環境物品等の使用促進 

再生品、エコ商品等の積極的な購入と、販売をお願いしていきます。  

5）容器包装廃棄物等の排出抑制 

簡易包装や、繰り返し使用できる商品等の購入に努めるようにすることが必

要です。 

6）リサイクルフラワーセンターの維持管理（生ごみ減量化対策）  

蕨戸田衛生センター組合では、家庭で一定の段階まで堆肥化を進めた生ごみ

を持ち込むと花苗と交換できる事業を行っています。 生ごみ減量のシンボル事

業として円滑な施設運営ができるように努めるとともに、 生ごみの水分を減ら

す啓発や減量の大切さや必要性、減量方法などの発信拠点として事業展開を進

めていきます。 

7）生活系ごみの有料化の検討 

現状では 1 人 1 日当たりの排出量は減少しており、人口が増加する中でも、

ごみ総排出量は横ばいになると予測されることから、当分の間は推移の状況を
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見守り、必要な状況になった場合は検討することとします。  

イ 再使用の推進 

リターナブル容器の普及について調査研究を行うとともに、関係機関及び関係

団体に要請していくものとします。また、再使用を促進するため、ごみとして排

出されたものの中から利用可能なものの再生及び活用を行うものとします。  

1）リターナブル容器の利用促進 

両市内の事業者等と共同して店頭回収システムの構築の検討を行います。 

2）リユース容器の利用促進 

リユース容器の使用や容器のデポジット制の促進を図ります。  

3）再生家具等の情報提供 

蕨戸田衛生センターにおける再生家具売払い事業を継続して実施します。ま

た、ホームページ等を活用して、情報提供を行うものとします。  

ウ 資源化の推進 

1）剪定枝、草木等の資源化 

焼却処理をしている剪定枝、草木等の資源化を検討します。 

2）小型家電破砕処理物の資源化 

燃えないごみに混入している携帯電話等の小型家電を資源化しています。 

3）粗大ごみの再資源化 

粗大ごみとして捨てられた家具の中から比較的状態の良いものを選び、補修

し再生しています。更に、資源化が可能な廃棄物の再資源化に努めます。  

4）事業系ごみの資源化 

事業系可燃ごみに含まれる紙等についての資源化を検討します。また、３Ｒ

を推進する事業者への支援も検討します。  

5）固化灰、不燃物残渣の資源化 

不燃物残渣は全量資源化を行っています。今後、固化灰の資源化の可能性を

検討していきます。 

6）その他 

再資源化等の技術進歩に合わせ、資源にできるものは資源化に努めます。  

 

（2）処理体制 

ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

家庭から排出される一般ごみ、資源ごみ及び有害ごみについては、地区別に曜

日を定めてステーション収集を行っており、また、粗大ごみは戸別収集を、乾電

池については拠点収集を行っています。 

なお、現在の蕨市、戸田市における生活系ごみの分別の指定状況（収集運搬体

制）は表 3、表 4 に示すとおりです。現状の処理体制については今後も継続する

方針です。 
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表 3 ごみ分別の指定状況（蕨市） 

分別区分 
処理量（トン）  

H27 R05 

①もやすごみ  16,365 12,922 

資
源
ご
み 

②金属類 

2,030 2,199 

③生きびん  

④その他のびん  

⑤プラスチック製容器包装  

古紙類 

⑥新聞・チラシ  

⑦雑誌 

⑧段ボール  

⑨紙パック  

⑩その他の紙類  

⑪布類 

⑫ペットボトル  

⑬消火器・バッテリー  

⑭蛍光管等  

⑮乾電池 

⑯もえないごみ  670 677 

⑰粗大ごみ  557 563 

  ※ 生きびんとは、そのまま再使用するびんのことです。  

 

表 4 ごみ分別の指定状況（戸田市） 

分別区分 
処理量（トン）  

H27 R05 

①もやすごみ  34,126 25,355 

も
や
さ
な
い
ご
み 

②ペットボトル  

1,218 1,263 

③その他のプラスチック類  

④その他の紙類  

⑤体温計・血圧計・蛍光管  

⑥乾電池・ライター  

⑦消火器・バッテリー  

⑧不燃物等 

資
源
ご
み 

⑨カン・金属類  

3,621 3,400 

⑩スプレー缶・カセットコンロ用ガスボンベ  

⑪布類 

紙 類 

⑫新聞・チラシ  

⑬ダンボール  

⑭雑誌・本・辞典  

⑮紙パック  

⑯ビン類 

⑰粗大ごみ  1,217 1,262 
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イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

両市では事業系ごみは、排出事業者処理責任に基づき、一般廃棄物収集運搬許

可業者による収集または蕨戸田衛生センターへの自己搬入によるものとしていま

す。その際の事業系ごみの排出袋については、適正排出の推進等を目的として半

透明袋（ピンク色）に指定しています。現在の処理体制については今後とも継続

していく方針です。 

 

ウ 生活排水の処理の現状と今後 

1）公共下水道の普及 

下水道は居住環境の改善や公衆衛生の向上を図り、快適で衛生的な生活環境

を確保するとともに、河川の水質を保全するための根幹的施設です。 このため

下水道未普及地域の解消を図ると同時に、浸水対策、 合流式下水道区域におけ

る雨天時の放流水の水質改善、施設の適正な維持管理・改築、老朽管の更新、 耐

震化対策などを緊急性や必要性を加味しながら、 計画的かつ効果的に整備を進

めていくものです。併せて、水洗便所改造資金貸付制度や私道共同排水設備整

備補助金制度の周知・活用を図り、公共下水道への接続を促進していくもので

す。 

2）効率的な収集運搬体制の整備 

し尿・浄化槽汚泥の発生量は、下水道や浄化槽の普及などによる社会条件に

よって変化しており、さらに、汲み取り世帯数の減少による点在化など収集運

搬体制について検討していくものです。  

3）し尿及び浄化槽汚泥の処理体制の整備 

両市域から発生するし尿及び浄化槽汚泥については、蕨戸田衛生センター組

合にて処理しており、今後も現在の処理体制を継続し維持していくものとしま

す。 

 

エ 今後の処理体制の要点 

◇ ごみ収集運搬作業の効率を高め、環境に与える影響を低減するため、収集時

間や収集ルートなど収集運搬方法の合理化を図るために必要な整備を検討して

いきます。 

◇ 安定的な処理能力の確保を図るため、現有施設の維持管理に努めるとともに、

蕨戸田衛生センター組合のごみ焼却施設については、国の環境対策の動向や施

設の耐用年数、将来の焼却対象ごみ量推計等を勘案して、必要な整備等を実施

し、施設の延命化を図っていくものです。  

◇ 地域内最終処分場の確保が困難なことから、関係自治体等の協力を得て、両

市域外での最終処分能力の確保を行っていきます。  

◇ 公共下水道の整備を積極的に推進するとともに、地域の実情に応じて浄化槽

の設置転換を促進するものとします。併せて、し尿及び浄化槽汚泥を処理する
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蕨戸田衛生センター組合のし尿処理施設について、国の環境対策の動向や施設

の耐用年数、将来の処理対象し尿・浄化槽汚泥量推計を勘案して、必要な整備

等を実施し、施設の延命化を図っていくものです。  
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オ ごみ及びし尿処理体系 

現在のごみ及びし尿の処理体系は図 5 に示すとおりです。 

 

 

図 5 ごみ及びし尿の処理体系 
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鉄くず
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●プラスチック製容器包装（蕨市）

●その他のプラスチック類（戸田市）

●もえないごみ（蕨市）

●不燃物等（戸田市）

●粗大ごみ（両市）

●蛍光管等（蕨市）
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再資源化
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蕨戸田衛生センター
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（再生家具）

再資源化
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公共下水道放流

再資源化
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（3）処理施設等の整備 

ア 廃棄物処理施設 

上記（2）を踏まえた分別区分及び処理体制で処理を行うため、表 5 のとおり

必要な施設整備を行うものとします。なお、現有処理施設の概要は表 6 のとおり

です。 

表 5 整備予定の処理施設 

事業

番号 

整 備 施 設 種 類  

施 設 名  
事 業 名 処理能力 整備予定地  事業期間 

1 
ご み 焼 却 施 設  

蕨 戸 田 衛 生 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

蕨戸田衛生センター基幹

的設備改良事業（ごみ）  

270 ㌧／日 

（90 ㌧×3） 

戸 田 市 大 字 美

女木 978 番地 

R01～ 

R0４ 

2 
粗 大 ご み 処 理 施設  

蕨 戸 田 衛 生 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

蕨戸田衛生センター基幹

的設備改良事業（粗大）  
30 ㌧／日 

戸 田 市 大 字 美

女木 978 番地 
R01 

３ 
し 尿 処 理 施 設  

蕨 戸 田 衛 生 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

蕨戸田衛生センター基幹

的設備改良事業（し尿）  

40 ｷﾛﾘｯﾄﾙ／

日 

戸 田 市 大 字 美

女木 978 番地 

R01～

R02 

 

（整備理由） 

事業番号１  プラント設備の主要部分を大幅に更新することにより、処理能力を確保する

とともに施設の延命化を図るため  

事業番号２  プラント設備の主要部分を大幅に更新することにより、処理能力を確保する

とともに施設の延命化を図るため  

事業番号３  プラント設備の主要部分を大幅に更新することにより、処理能力を確保する

とともに施設の延命化を図るため  

表 6 蕨戸田衛生センター組合処理施設の概要 

施設名 

（種類）  

処理する 

廃棄物  
処理能力 所在地 

竣工 

年月 
備考 

蕨戸田衛生センター  

ごみ焼却施設 

（ｴﾈﾙｷﾞｰ回収施設）  

可燃ごみ 270 ㌧／日 埼 玉 県 戸 田 市

大 字 美 女 木

978 番地 

H4. 3 90 ㌧×3 炉 

蕨戸田衛生センター  

粗大ごみ処理施設  

（リ サイ ク ルセ ン ター）  

粗大ごみ 

不燃ごみ 

30 ㌧／日 埼 玉 県 戸 田 市

大 字 美 女 木

978 番地 

H4. 3  

蕨戸田衛生センター  

リサイクルプラザ  

（リ サイ ク ルセ ン ター）  

資源ごみ 62.5 ㌧／日 埼 玉 県 戸 田 市

大 字 美 女 木

978 番地 

H14. 3  

蕨戸田衛生センター  

し尿処理施設  

し 尿 ・ 浄

化槽汚泥 

40 ｷﾛﾘ ｯﾄﾙ

／日 

埼 玉 県 戸 田 市

大 字 美 女 木

978 番地 

H1.12 好 気 性 消 化 処

理 

（下水道放流） 

蕨戸田衛生センター  

リサイクルフラワー

センター  

生ごみ 200 ｷﾛｸﾞﾗﾑ

／日 

埼 玉 県 戸 田 市

大 字 美 女 木

980 番地 

H21.11 堆肥化 

花苗生産能力  

約 10 万鉢／年 
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（4）施設整備に関する計画支援事業 

上記（3）を踏まえた施設整備を行うにあたり、表７のとおり計画支援事業を

行うものとします。 

 

表 7 実施する計画支援事業 

事業

番号 
事 業 名 事業内容 事業期間 

31 
生活環境影響調査、基本設計及び

発注仕様書作成事業  

蕨戸田衛生センター基幹的設備改良

事業（事業番号 1、２及び３）に係る

生活環境影響調査、基本設計及び発注

仕様書作成  

H30 

 

（5）施設長寿命化総合計画策定事業 

（3）の処理施設の整備に先立ち、表８のとおり長寿命化計画支援事業を行う

ものとします。 

 

表 8 実施する長寿命化総合計画策定支援事業 

事業

番号 
事 業 名 事業内容 事業期間 

32 施設長寿命化総合計画策定事業 

蕨戸田衛生センター基幹的設備改良

事業（事業番号 1、2 及び３）に係る

長寿命化総合計画策定  

H29 
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（6）その他の施策 

その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施します。 

 

ア 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

不要になった特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）の対象となる家

電製品の処分方法については、適切なリサイクルルートへ排出するよう、両市市

民に対して普及啓発を行います。 

イ 不法投棄・散乱防止対策 

不法投棄・散乱防止対策として次の対策を行うものとします。  

1）不法投棄対策 

市民との連携のもと、不法投棄対策として、不法投棄防止看板の設置や定期

的なパトロールを実施しています。また、夜間の不法投棄対策として、蕨市で

はタクシー協議会との間で協定書を締結し、また、戸田市では深夜や早朝のパ

トロールを実施する等で、不法投棄の監視強化に努めています。 

今後も不法投棄の未然防止対策について検討していくものとします。  

2）散乱防止対策 

両市ではたばこ吸い殻の散乱防止等に特化した「路上喫煙の防止等に関する

条例」を施行し、両市全域に路上喫煙防止努力義務を課し、さらに路上喫煙が

第三者に与える影響が多いと判断される地区を路上喫煙禁止地区に指定し、そ

の地区内での路上喫煙そのものを禁止しています。また、路上喫煙状況調査を

実施し、必要に応じて路上喫煙禁止地区の見直しを図っています。  

今後とも散乱防止対策と路上喫煙防止に努めていくものです。  

ウ 地域環境衛生の充実 

両市では「ごみゼロ運動」をはじめとした市民と行政との協働による都市美化

活動を推進しています。今後とも散乱のないまちづくりを目指し、排出区分及び

排出日の周知徹底に努め、収集ステーション美化を推進していくものです。  

エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

災害時に発生する廃棄物の広域的処理体制の確保を図るため、蕨市、戸田市、

蕨戸田衛生センター組合及び埼玉県内の市町村・清掃関係一部事務組合で構成す

る埼玉県清掃行政研究協議会の会員として、災害廃棄物の処理などについて協定

を締結しており、地域内及び周辺地域との連携体制を構築しています。 

なお、災害発生時の廃棄物の処理については、現場での選別・保管を行い、一

般ごみはごみ焼却施設で、資源ごみはリサイクルプラザなどで処理を行った後、

処理困難物は民間事業者に処分委託し、その他はリサイクル、最終処分を行うこ

とを想定しています。 
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4 計画のフォローアップと事後評価 

 

（1）計画のフォローアップ 

毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、

国及び埼玉県と意見交換をしつつ、進捗状況を勘案した計画の見直しを行うもの

とします。 

 

（2）事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめた時点で、速

やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行うものとします。また、評価の

結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとします。

なお、計画の見直しについては、進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必

要に応じて実施するものとします。 
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添付資料１ 

 

 

対象地域図 
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添付資料２ 

目標の設定に関するグラフ等 
 

 

 

 

添付図 ごみ排出量の推移と見通し 

 

 

 

添付図 再生利用量の推移と見通し 
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添付図 生活排水の推移と見通し 
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添付資料３ 

分別区分説明資料 

 

–  

添付図 ごみ分別区分（蕨市） 

 

  



 

－25－ 

 

添付図 ごみ分別区分（戸田市） 
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添付資料４ 

現有処理施設の概要 
○ 本計画の関連施設 

 

蕨戸田衛生センター組合処理施設の概要 

施設名 

（種類）  

処理する 

廃棄物  
処理能力 所在地 

竣工 

年月 
備考 

蕨戸田衛生センター 

ごみ焼却施設 

（ｴﾈﾙｷﾞｰ回収施設）  

可燃ごみ 270 ㌧／日 埼玉県戸田市大字

美女木 978 番地 

H4. 3 90 ㌧×3 炉 

蕨戸田衛生センター 

粗大ごみ処理施設 

（リ サ イク ル セン ター）  

粗大ごみ 

不燃ごみ 

30 ㌧／日 埼玉県戸田市大字

美女木 978 番地 

H4. 3  

蕨戸田衛生センター 

リサイクルプラザ 

（リ サ イク ル セン ター）  

資源ごみ 62.5 ㌧ ／

日 

埼玉県戸田市大字

美女木 978 番地 

H14. 3  

蕨戸田衛生センター 

し尿処理施設 

 

し尿・浄化

槽 

40 ｷﾛﾘｯﾄﾙ

／日 

埼玉県戸田市大字

美女木 978 番地 

H1.12 好 気 性 消 化 処

理 

（下水道放流） 

蕨戸田衛生センター 

リ サ イ ク ル フ ラ ワ ー

センター  

生ごみ 200 ｷﾛｸﾞﾗﾑ

／日 

埼玉県戸田市大字

美女木 980 番地 

H21.11 堆肥化 

花苗生産能力 

約 10 万鉢／年 

 

  



 

－
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１　地域の概要

(1)地域名 蕨市、戸田市地域 (2)地域内人口　　　　　　　　　　　　　　208,532　　人 (3)地域面積 23.30 km
2

(4)構成市町村等名 蕨市、戸田市、蕨戸田衛生センター組合 (5)地域の要件 人口　　面積　　沖縄　　離島　　奄美　　豪雪　　山村　　半島　　過疎　　その他

２　一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標

過去の状況・現状（排出量に対する割合） 目　標

指標・単位 年 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度  令和05年度

事業系  総排出量（トン） 16,668 トン 17,029 トン 16,801 トン 17,183 トン 18,192 トン 17,791 トン 13,820 トン

　　　 １事業所当たりの排出量（ﾄﾝ/事業所） 1.87 ﾄﾝ/事業所 1.95 ﾄﾝ/事業所 1.98 ﾄﾝ/事業所 2.07 ﾄﾝ/事業所 2.24 ﾄﾝ/事業所 2.24 ﾄﾝ/事業所 2.15 ﾄﾝ/事業所

生活系  総排出量（トン） 49,283 トン 49,657 トン 49,073 トン 49,533 トン 48,550 トン 48,593 トン 40,780 トン

　　　 １人当たりの排出量（kg/人） 187.9 kg/人 187.3 kg/人 183.9 kg/人 182.9 kg/人 177.3 kg/人 175.2 kg/人 125.9 kg/人

合計　 事業系生活系排出量合計（トン） 65,951 トン 66,686 トン 65,874 トン 66,716 トン 66,742 トン 66,384 トン 54,600 トン

直接資源化量（トン） 6,186 (9.4%) 6,498 (9.7%) 6,480 (9.8%) 6,690 (10.0%) 6,443 (9.7%) 6,306 (9.5%) 6,674 (12.2%)

総資源化量（トン） 13,770 (20.9%) 15,060 (22.6%) 15,052 (22.8%) 15,724 (23.6%) 14,088 (21.1%) 14,309 (21.6%) 15,651 (28.7%)

エ ネ ル ギ ー 回 収 量 エネルギー回収量（年間の発電電力量　MWh） 13,997 15,942 15,762 14,742 12,528 14,917 12,300

減 量 化 量 減量化量（中間処理前後の差　トン） 47,497 (72.0%) 47,906 (71.8%) 47,497 (72.1%) 48,023 (72.0%) 48,353 (72.4%) 47,550 (71.6%) 34,765 (63.7%)

最 終 処 分 量 埋立最終処分量（トン） 4,684 (7.1%) 3,720 (5.6%) 3,325 (5.0%) 2,969 (4.5%) 4,301 (6.4%) 4,525 (6.8%) 4,185 (7.7%)

　　※ 別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付している。（様式１（添付資料１）参照）
　　

３　一般廃棄物処理施設の現状と更新、廃止、新設の予定

現 有 施 設 の 内 容 更新、廃止、新設の内容 備　　考

型式及び処理方式 補助の有無 開始年月 更新､廃止予定年月 更新、廃止理由 型式及び処理方式 施設竣工予定年月 処理能力(単位)

蕨戸田衛生センター
ごみ焼却施設
（エネルギー回収施設）

全連続燃焼式流動床炉 有 90トン/日×3

蕨戸田衛生センター
粗大ごみ処理施設
（リサイクルセンター）

有 30トン/日

蕨戸田衛生センター
リサイクルプラザ
（リサイクルセンター）

有 62.5トン/日

蕨戸田衛生センター
し尿処理施設

有 40ｋL／日

蕨戸田衛生センター
リサイクルフラワーセン
ター

無 200kg／日

※ 計画地域内の施設の状況（現況）を地図上に示したものを添付している（様式１（添付資料2）参照）。

H21.11

H1.12

H14. 3

(6)構成市町村に一部事務組合等が含まれる場合、
当該組合の状況

排 出 量

再 生 利 用 量

施 設 種 別
処理能力(単位)

H4. 4

H4. 4

組合を構成する市町村：蕨市、戸田市　　　　　　　　　　　設立年月日：昭和34年6月15日設立

様式１ 

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表 1（平成 29 年度） 
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4 生活排水の処理の現状と目標 

 

 

 

 

  

目標

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 令和05年度

総人口 196,981 198,549 200,511 202,888 205,793 209,080 215,187

下水道 汚水衛生処理人口 174,575 175,824 177,815 180,744 185,247 188,875 197,728

汚水衛生処理率 88.6% 88.6% 88.7% 89.1% 90.0% 90.3% 91.9%

農業集落排水施設等 汚水衛生処理人口 0 0 0 0 0 0 0

汚水衛生処理率 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

合併処理浄化槽 汚水衛生処理人口 13,023 15,171 14,261 14,522 13,687 13,227 12,648

汚水衛生処理率 6.6% 7.6% 7.1% 7.2% 6.7% 6.3% 5.9%

未処理人口 汚水衛生未処理人口 9,383 7,554 8,435 7,622 6,859 6,978 4,811

注：端数調整により合計が合わない場合がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　年度 過去の状況・現状

指標・単位　　
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様式１（添付資料１） 

 

指標と人口等との要因に関するトレンドグラフ 
 

 

 

添付図 人口・事業所数の推移と見通し 
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添付図 ごみ排出量（原単位）の推移と見通し 

様式１（添付資料２） 

 

 

 

添付図 計画地域内の施設の現況（位置図） 
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規模

事　業　名　称 単位 開始 終了
平成

29年度
平成

30年度
令和

01年度
令和

02年度
令和

03年度
令和

04年度
平成

29年度
平成

30年度
令和

01年度
令和

02年度
令和

03年度
令和

04年度

4,620,000 0 0 1,061,758 2,146,390 1,258,289 153,563 4,222,520 0 0 811,375 2,049,896 1,225,617 135,632

エネルギー回収施設 4,136,000 0 0 819,282 1,904,866 1,258,289 153,563 3,765,075 0 0 585,751 1,818,075 1,225,617 135,632

1
蕨戸田衛生セン

ター組合
蕨市、戸田市 270 t/日 R01 R04 4,136,000 819,282 1,904,866 1,258,289 153,563 3,765,075 585,751 1,818,075 1,225,617 135,632

ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ推進施設 187,000 0 0 187,000 0 0 0 181,720 0 0 181,720 0 0 0

2
蕨戸田衛生セン

ター組合
蕨市、戸田市 30 t/日 R01 R01 187,000 187,000 181,720 181,720

し尿処理施設 297,000 0 0 55,476 241,524 0 0 275,725 0 0 43,904 231,821 0 0

3
蕨戸田衛生セン

ター組合
蕨市、戸田市 40 ｋL/日 R01 R02 297,000 55,476 241,524 275,725 43,904 231,821

20,304 0 20,304 0 0 0 0 18,922 0 18,922 0 0 0 0

31
蕨戸田衛生セン

ター組合
蕨市、戸田市 H30 H30 20,304 20,304 18,922 18,922

9,720 9,720 0 0 0 0 0 5,730 5,730 0 0 0 0 0

32
蕨戸田衛生セン

ター組合
蕨市、戸田市 H29 H29 9,720 9,720 5,730 5,730

4,650,024 9,720 20,304 1,061,758 2,146,390 1,258,289 153,563 4,247,172 5,730 18,922 811,375 2,049,896 1,225,617 135,632

交付対象
事 業 費
（千円）

備 考

総事業費
（千円）

事業期間
事業主体

構成市町村名

合     　　計

事　業　種　別

○廃棄物処理施設における長寿
　命化総合計画策定支援事業

施設長寿命化総合計画策定事
業

事業主体
名称

生活環境影響調査、基本設計及
び発注仕様書作成事業

事業
番号

○廃棄物処理施設の基幹的設備
　改良事業

蕨戸田衛生センター基幹的設
備改良事業（ごみ）

蕨戸田衛生センター基幹的設
備改良事業（し尿）

○施設整備に関する計画支援
　事業

蕨戸田衛生センター基幹的設
備改良事業（粗大）

様式２ 

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表 2（平成 29 年度） 
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地域の循環型社会形成推進のための施策の一覧 

 

  

様式１－３

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧（今後行う施策）

開

始

終

了

平成

29年度

平成

30年度

令和

01年度

令和

02年度

令和

03年度

令和

04年度

11
環境教育委、普

及啓発の充実

ホームページや広報などを通じて住

民、事業者に対してごみの減量化・再

生利用、更にはごみの適切な分別に関

する啓発や情報提供を行っている。ご

みの減量化に関する社会意識を育むた

め、環境教育を積極的に行っていく。

蕨市、

戸田市
H29 R04

12
循環型ライフス

タイルの促進

ごみを出さないライフスタイルの定着

を目指し、マイボトルやマイバッグの

利用促進に対する活動を行っていく。

蕨市、

戸田市
H29 R04

13
事業者に対する

減量化の指導

一般廃棄物排出事業者に対して減量化

指導を行っていく。また、小規模事業

者にも減量化に対する協力を求めてい

く。

蕨市、

戸田市
H29 R04

14
環境物品等の使

用促進

再生品、エコ商品等の積極的な購入

と、販売をお願いしていく。

蕨市、

戸田市
H29 R04

15
容器包装廃棄物

等の排出抑制

簡易包装や、繰り返し使用できる商品

等の購入に努めるようにする。

蕨市、

戸田市
H29 R04

16

リサイクルフラ

ワーセンターの

維持管理（生ご

み減量化対策）

蕨戸田衛生センター組合では、家庭で

一定の段階まで堆肥化を進めた生ごみ

を持ち込むと花苗と交換できる事業を

行っている。 生ごみ減量のシンボル事

業として円滑な施設運営ができるよう

に努めるとともに、 生ごみの水分を減

らす啓発や減量の大切さや必要性、減

量方法などの発信拠点として事業展開

を進めていく。

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H29 R04

17
家庭ごみの有料

化の検討

現状では1人1日当たりの排出量は減少

しており、人口が増加する中でも、ご

み総排出量は横ばいになると予測され

ることから、当分の間は推移の状況を

見守り、必要な状況になった場合は検

討することとする。

蕨市、

戸田市
H29 R04

18
リターナブル容

器の利用促進

両市内の事業者等と共同して店頭回収

システムの構築の検討を行う。

蕨市、

戸田市
H29 R04

19
リユース容器の

利用促進

リユース容器の使用や容器のデポジッ

ト制の促進を図る。

蕨市、

戸田市
H29 R04

20
再生家具等の情

報提供

蕨戸田衛生センターにおける再生家具

売払い事業を継続して実施する。ま

た、ホームページ等を活用して、情報

提供を行うものとする。

蕨市、

戸田市、

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H29 R04

21
剪定枝、草木等

の資源化

焼却処理をしている剪定枝、草木等の

資源化を検討する。

蕨市、

戸田市
H29 R04

22
小型家電破砕処

理物の資源化

燃えないごみに混入している携帯電話

等の小型家電を資源化している。

蕨市、

戸田市
H29 R04

23
粗大ごみの再資

源化

粗大ごみとして捨てられた家具の中か

ら比較的状態の良いものを選び、補修

し再生している。更に、資源化が可能

な廃棄物の再資源化に努める。

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H29 R04

24
事業系ごみの資

源化

事業系可燃ごみに含まれる紙等につい

ての資源化を検討する。また、３Ｒを

推進する事業者への支援も検討する。

蕨市、

戸田市
H29 R04

25
固化灰、不燃物

残渣の資源化

不燃物残渣は全量資源化を行ってい

る。今後は固化灰の資源化の可能性を

検討していく。

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H29 R04

26 その他
再資源化等の技術進歩に合わせ、資源

にできるものは資源化に努める。

蕨市、

戸田市
H29 R04

1

蕨戸田衛生セン

ター基幹的設備

改良事業（ご

み）

老朽化した蕨戸田衛生センター（ご

み）の改修工事を実施する。

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H31 R0４ ○
関連事業

31、32

2

蕨戸田衛生セン

ター基幹的設備

改良事業（粗

大）

老朽化した蕨戸田衛生センター（粗

大）の改修工事を実施する。

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H31 － ○
関連事業

31、32

3

蕨戸田衛生セン

ター基幹的設備

改良事業（し

尿）

老朽化した蕨戸田衛生センター（し

尿）の改修工事を実施する。

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H31 R02 ○
関連事業

31、32

事業計画

備考

事業期間

交付期間 交付金

必要の

要否

実施

主体
施策種別

事業

番号
施策の名称等 施策の内容

発生抑

制、再使

用の推進

に関する

もの

処理施設

の整備に

関するも

の

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

検討

事業実施

事業実施

事業実施

検討

検討

事業実施

事業実施

検討・事業実施

検討・事業実施

事業実施

事業実施

事業実施
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開

始

終

了

平成

29年度

平成

30年度

令和

01年度

令和

02年度

令和

03年度

令和

04年度

31

生活環境影響調

査、基本設計及

び発注仕様書作

成事業

1、２の計画支援

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H30 － ○

関連事業

1、2

及び３

32
長寿命化総合計

画策定事業
1、2の計画支援

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H29 － ○

関連事業

1、2

及び３

41

廃家電のリサイ

クルに関する普

及啓発

不要になった特定家庭用機器再商品化

法（家電リサイクル法）の対象となる

家電製品の処分方法については、適切

なリサイクルルートへ排出するよう、

両市市民に対して普及啓発を行う。

蕨市、

戸田市
H29 R04

42
不法投棄・散乱

防止対策

不法投棄対策については、市民との連

携のもと、不法投棄対策として、不法

投棄防止看板の設置や定期的なパト

ロールを実施している。また、夜間の

不法投棄対策として、蕨市ではタク

シー協議会との間で協定書を締結し、

また、戸田市では深夜や早朝のパト

ロールを実施する等で、不法投棄の監

視強化に努めている。

今後も不法投棄の未然防止対策につい

て検討していくものとする。

散乱防止対策については、両市ではた

ばこ吸い殻の散乱防止等に特化した

「路上喫煙の防止等に関する条例」を

施行し、両市全域に路上喫煙防止努力

義務を課し、さらに路上喫煙が第三者

に与える影響が多いと判断される地区

を路上喫煙禁止地区に指定し、その地

区内での路上喫煙そのものを禁止して

いる。また、路上喫煙状況調査を実施

し、必要に応じて路上喫煙禁止地区の

見直しを図っている。

今後とも散乱防止対策と路上喫煙防止

に努めていくものである。

蕨市、

戸田市
H29 R04

43
地域環境衛生の

充実

両市では「ごみゼロ運動」をはじめと

した市民と行政との協働による都市美

化活動を推進している。今後とも散乱

のないまちづくりを目指し、排出区分

及び排出日の周知徹底に努め、収集ス

テーション美化を推進していくもので

ある。

蕨市、

戸田市
H29 R04

44

災害時の廃棄物

処理に関する事

項

災害時に発生する廃棄物の広域的処理

体制の確保を図るため、蕨市、戸田

市、蕨戸田衛生センター組合及び埼玉

県内の市町村・清掃関係一部事務組合

で構成する埼玉県清掃行政研究協議会

の会員として、災害廃棄物の処理など

について協定を締結しており、地域内

及び周辺地域との連携体制を構築して

いる。

なお、災害発生時の廃棄物の処理につ

いては、現場での選別・保管を行い、

一般ごみはごみ焼却施設で、資源ごみ

はリサイクルプラザなどで処理を行っ

た後、処理困難物は民間事業者に処分

委託し、その他はリサイクル、最終処

分を行うことを想定している。

蕨市、

戸田市、

蕨戸田

衛生セン

ター組合

H29 R04

その他

施設整備

に係る計

画支援に

関するも

の

施策種別
事業

番号
施策の名称等 施策の内容 備考

実施

主体

事業期間

交付期間 交付金

必要の

要否

事業計画

事 業 実 施

事 業 実 施

事 業 実 施

事 業 実 施

策定

調査、

実施
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【参考資料様式２】 

 

施設概要（エネルギー回収施設系） 
都道府県名 埼玉県 

 

（1）事業主体名   蕨戸田衛生センター組合  

（2）施設名称  蕨戸田衛生センターごみ焼却施設  

（3）工期  令和 01 年度から令和 04 年度 

（4）施設規模  処理能力 270ｔ/日 

（5）形式及び処理方式   流動床式（全連続燃焼方式）  

（6）余熱利用の計画  
 1.発電の有無   有 （ 発電効率 9.7％） 

 2.熱回収の有無   有 （ 熱回収率－％） 

（7）地域計画内の役割  
 基幹的設備改良事業による施設の延命化及びエネルギー

の高効率化、二酸化炭素削減（二酸化炭素削減率 3％以上） 

（8）廃焼却施設の解体工事の

有無 
 無 

（9）スラグの利用計画   － 

（10）事業計画額   4,136,000 千円 
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【参考資料様式１】 

 

施設概要（マテリアルリサイクル施設系） 
都道府県名 埼玉県 

 

（1）事業主体名   蕨戸田衛生センター組合  

（2）施設名称  蕨戸田衛生センター粗大ごみ処理施設  

（3）工期  令和 01 年度 

（4）施設規模  処理能力 ３０ｔ/日 

（5）処理方式  高速竪型回転式（磁選機：回転ドラム式）  

（6）地域計画内の役割  
 基幹的設備改良事業による施設の延命化及びエネルギー

の高効率化、二酸化炭素削減（二酸化炭素削減率 3％以上） 

（7）廃焼却施設の解体工事の

有無 
 無 

（8）事業計画額   187,000 千円 
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【参考資料様式４】 

 

施設概要（し尿施設系） 
都道府県名 埼玉県 

 

（1）事業主体名   蕨戸田衛生センター組合  

（2）施設名称  蕨戸田衛生センターし尿処理施設  

（3）工期  令和 01 年度から令和 02 年度 

（4）施設規模  処理能力 40ｋL／日 

（5）形式及び処理方式   好気性消化処理(下水道放流) 

（6）地域計画内の役割  
 基幹的設備改良事業による施設の延命化及びエネルギー

の高効率化、二酸化炭素削減（二酸化炭素削減率 20％以上） 

（7）廃焼却施設の解体工事の

有無 
 無 

（8）事業計画額   297,000 千円 
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【参考資料様式７】 

計画支援概要 
都道府県名 埼玉県 

 

（1）事業主体名  蕨戸田衛生センター組合  

（2）事業目的 廃棄物処理施設（ごみ、粗大及びし尿）の基幹的設備改良のため  

（3）事業名称 
蕨戸田衛生センター基幹的設備改良事業（ごみ、粗大及びし尿）に係

る生活環境影響調査、基本設計及び発注仕様書作成事業  

（4）事業期間 平成 30 年度 

（5）事業概要 

蕨戸田衛生センター基幹的設備改良事業の着手前に周辺環境への影響

調査を実施し、事業に必要となる基本設計及び発注仕様書の作成を実

施するもの。  

（6）事業計画額  20,304 千円 

 

 

長寿命化総合計画策定支援概要 
都道府県名 埼玉県 

 

（1）事業主体名  蕨戸田衛生センター組合  

（2）事業目的 
廃棄物処理施設（ごみ、粗大及びし尿）の基幹的設備改良事業に係る

長寿命化総合計画の策定のため  

（3）事業名称 
蕨戸田衛生センター基幹的設備改良事業（ごみ、粗大及びし尿）に係

る長寿命化総合計画策定事業  

（4）事業期間 平成 29 年度 

（5）事業概要 
蕨戸田衛生センター基幹的設備改良事業（ごみ、粗大及びし尿）に係

る長寿命総合化計画を策定するもの。  

（6）事業計画額  9,720 千円 

 

 

 


